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ＷＥＢ会議システム「ＶＱＳ ｃｏｌｌａｂｏ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ」 

交流Ｌタイプリリース 

最大１５拠点映像同時配信と同時会話を実現 

高解像度ディスプレイに対応した映像フルスクリーン機能 

 

 

ＶＱＳマーケティング株式会社（本社：東京都千代田区、取締役社長：向井 猛彦）は、
ＷＥＢ会議システムＶＱＳ ｃｏｌｌａｂｏ Ｂｕｓｉｎｅｓｓの交流Ｌタイプクライアン
トソフトを、２０１５年８月２４日（月）にリリースしました。 
 

最大１５拠点の映像同時配信と同時会話、高解像度ディスプレイの表示に対応。 
 
 従来のＶＱＳ ｃｏｌｌａｂｏ交流タイプが、会議の議長（※１）を含め６拠点の同時発
言・映像配信が最大であったのに対し、交流Ｌタイプでは最大１５拠点の同時発言・映像
配信を行えるようになりました。また、映像配信枠が６枠または１枠拡大表示であったの
に対し、交流Ｌタイプでは２、４、６、９、１２、１５枠または１枠拡大と表示パターン
を変更できるようになりました。 
また、議長が、会議に対して固定であったのに対し、交流Ｌタイプでは議長を会議中に

自由に変更できるようになりました。くわえて会議の参加者以外の方がＶＱＳコラボの操
作を支援できるように、視聴席（※２）から議長操作（※３）を行えるようになりました。 
 
 今回のリリースにより、多人数同時発言を行うグループディスカッションや、多くの拠
点から参加がある会議、研修会やセミナーに幅広いご利用が可能になりました。また、会
議中に、議長が中座する場合や、議題によって議長を交替する場合、また操作に不慣れな
議長へ支援を行うことが可能になりました。 
 
ＶＱＳマーケティングは、今後も、これまで培った経験をもとにお客様に最適な遠隔コ

ミュニケーションをご提案してまいります。 
 
 
 
 
（注釈） 
※１・・・ＶＱＳコラボでは、会議主催・進行に関する権限を「議長」が所有します。 
※２・・・ＶＱＳコラボでは、会議において映像配信および発言を行うことができる「発

言席」と視聴のみ行える「視聴席」があります。視聴席の参加者（視聴者）が発
言を行いたい場合は、発言要求ボタンを押下することで議長へ合図を送ることが
でき、議長は発言席と視聴席を入れ替えることができます。 

※３・・・議長となった参加者は、ホワイトボードやビデオ配信などの機能を利用して会
議を進行します。発言者と視聴者の入れ替えや通信環境悪化時の通信帯域変更、
他の参加者の遠隔音量調整など、状況に応じて会議の進行の支援を行うことがで
きます。 

 



図１ 交流タイプ・交流Ｌタイプ比較 
 

 交流タイプ 交流Ｌタイプ 
最大接続数（参加者） 31 31 
映像付同時発言（発言席） 6 15 

映像枠表示パターン 6 枠または 1枠拡大 
2、4、6、9、12、15 枠 

または 1枠拡大 
議長の変更 - ○ 
議長の視聴席移動 - ○ 
 
 
 
図２ 交流Ｌタイプ画面イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議長（Windows） 

議長（iPad） 



○交流Ｌタイプご利用イメージ 
（１）会議利用 議長を参加者で回していく場合 
Ａさん：会議主催者（本店） 
Ｂさん：Ｂ支店 
Ｃさん：Ｃ支店 
 
全員 ：会議開始予定時刻に、全員が会議室に入室します。 
Ａさん：会議開始の挨拶 

ホワイトボードに会議のアジェンダを表示しながら説明を行います。 
Ｂさんに議長を交代します。 

Ｂさん：ホワイトボードにＢ支店の会議資料を表示しながら発表を行います。 
他拠点からの質問対応を行い、発表を終えます。 
Ｃさんに議長を交代します。 

Ｃさん：ホワイトボードにＣ支店の会議資料を表示しながら発表を行います。 
他拠点からの質問対応を行い、発表を終えます。 
Ａさんに議長を交代します。 

Ａさん：発表内容をまとめ、会議を終了します。 
全員 ：会議終了とともに、会議室から退室します。 
 
 
 
（２）会議利用 議長である会議主催者が中座する場合 
Ａさん：会議主催者（本店） 
Ｂさん：Ｂ支店 
Ｃさん：Ｃ支店 
 
全員 ：会議開始予定時刻に、全員が会議室に入室します。 
Ａさん：会議開始の挨拶 

ホワイトボードにアジェンダを表示します。 
ホワイトボードに会議資料を表示し、各拠点の意見をまとめながら 
アジェンダに沿って会議を進行します。 
中座のため、Ｂさんに議長を交代します。 
会議室から退室します。 

Ｂさん：ホワイトボードに会議資料を表示し、各拠点の意見をまとめながら 
アジェンダに沿って会議を進行します。 
会議内容をまとめ、会議を終了します。 

全員 ：会議終了とともに、会議室から退室します。 
 
 
 
（３）会議利用 操作に不慣れな議長を支援する場合 
Ａさん：会議主催者（本店） 
Ｂさん：Ｂ支店 
Ｃさん：Ｃ支店  
Ｄさん：会議支援者 
 
全員 ：会議開始予定時刻に、全員が会議室に入室します。 
Ｄさん：視聴席へ移動します。 
Ａさん：会議開始の挨拶 

各拠点の意見をまとめながら 
アジェンダに沿って会議を進行します。 

Ｄさん：Ａさんの会議進行に合わせて 
    ＶＱＳコラボの操作を支援します。 

ホワイトボードへの会議資料の表示や、 
発言要求を行っている視聴席の参加者を発言席へ移動するなど 



必要に応じて操作を行います。 
Ａさん：会議内容をまとめ、会議を終了します。 
全員 ：会議終了とともに、会議室から退室します。 
 
 
 
（４）セミナー利用 セミナーの他会場配信を行う場合 
Ａ拠点：セミナーメイン会場 
Ｂ拠点：セミナーサテライト会場 
 
全拠点：セミナー開始予定時刻前に、会議室に入室します。 
    Ａ拠点の映像をフルスクリーン表示します。 
Ａ拠点：セミナー開始予定時刻に、セミナーを開始します。 
    セミナー内容に合わせて進行します。 
    Ｂ拠点より質問を行う場面ではＢ拠点の映像をフルスクリーン表示します。 
    セミナーを終了します。 
全拠点：セミナー終了とともに、会議室から退室します。 
 
 
 
○会議に利用できる便利な機能 
１．ホワイトボード機能／資料共有 
白紙のホワイトボードに板書をする、またはキーボードによるテキスト入力を行い 
参加者同士で情報共有を行えます。 
アジェンダや会議資料をホワイトボードに表示すれば、資料を使った会議を行うことがで
きます。 
 
ＶＱＳコラボのホワイトボード機能は、帯域をほとんど使いません。 
そのため、通信環境の良くない拠点・地域間でのご利用の場合でも、ＶＱＳコラボの映像
と音声によるコミュニケーションができれば、普段と変わらないレスポンスでご利用いた
だけます。 
 
 
２．ホワイトボード／指示棒 
アジェンダや会議資料をホワイトボードに表示する場合、指示棒をご利用ください。ホワ
イトボードのどの部分を説明しているのか、会議参加者全員で意志疎通を行えます。 
 
 
３．Ｗｅｂナビゲート機能 
会議資料としてＷｅｂページを提示できる機能です。Ｗｅｂページを見せながら解説する
ことができます。 
 
 
４．ビデオ配信機能 
カメラ映像の代わりに、動画データや音声データを配信できる機能です。配信しながらマ
イクで解説をすることもできます。 
 
ＶＱＳコラボのビデオ配信機能は、カメラ映像のかわりに動画データや音声データを配信
するため、余計な通信帯域を利用せずに配信を行うことができます。 
 
 
 



○ご利用方法 
１．新規のお客様 
ＶＱＳコラボのご契約が必要です。お気軽にお問合せください。 
 
 
２．ご契約中のお客様 
環境のバージョンアップが必要です。弊社営業担当またはご購入元の販売店様にお問い合
わせください。 
 
 
＜デバイス別インストール方法＞ 
１．Ｗｉｎｄｏｗｓ 
お客様専用ポータルサイトからダウンロード・インストールしてください。 
 
 
２．ｉＯＳ（ｉＰａｄ、ｉＰｈｏｎｅ） 
ＡｐｐＳｔｏｒｅからダウンロード・インストールしてください。 
 
 
 
○動作環境 
１．Ｗｉｎｄｏｗｓ 
 
ＯＳ:ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ（３２ｂｉｔ） 

Ｗｉｎｄｏｗｓ７～１０（３２ｂｉｔ／６４ｂｉｔ） 
ＣＰＵ：Ｐｅｎｔｉｕｍ４（ＨＴ）／Ｃｅｌｅｒｏｎ－Ｍ以上（デュアルコア推奨） 
メモリ：１ＧＢ以上 
ブラウザ：ＩｎｔｅｒｎｅｔＥｘｐｌｏｒｅｒ６～１１、ＦｉｒｅＦｏｘ、Ｇｏｏｇｌｅ
Ｃｈｒｏｍｅ（一部機能制限あり） 
その他：マイク・スピーカが必要です。 
 
 
２．ｉＯＳ（ｉＰａｄ、ｉＰｈｏｎｅ） 
 
ＯＳ：ｉＯＳ７以降 
その他：ＷｉＦｉ環境でご利用ください。 
 
対応機種： 
ｉＰａｄ（第３世代～） 
ｉＰａｄ ｍｉｎｉ（第１世代～） 
ｉＰｈｏｎｅ４ｓ～ 
 
推奨機種： 
ｉＰａｄ（第４世代／Ｒｅｔｉｎａモデル） 
ｉＰａｄ Ａｉｒ 
ｉＰａｄ ｍｉｎｉ（第２世代／Ｒｅｔｉｎａモデル） 
ｉＰｈｏｎｅ５～ 
 
 
※ｉＰａｄ、ｉＰｈｏｎｅはＡｐｐｌｅ Ｉｎｃ．の商標です。 
 
 
 



◆「ＶＱＳコラボ」とは 
「ＶＱＳコラボ」は、マルチデバイス対応の多地点でのリアルタイムコミュニケーショ

ンを実現するツールです。音質や画質、使いやすい手書き対応ホワイトボード、低帯域へ
の対応。徹底的に「使えるＷｅｂ会議」を実現します。 
 
 
◆「ＶＱＳコラボ」の特長 
①ＦＭ放送・ＣＤに匹敵する、聞き取りやすく長時間でも疲れない、きれいな音質 
②簡単に資料共有ができるホワイトボード（各社手書きデジタルペンに対応） 
 ※特許番号：４３６０５４７ 
③用途・帯域に合わせた、様々なタイプの会議室 
 ※１：３～１：４５用途に合わせた会議室を、自由に利用できます。 
④低帯域でも安定した動作を実現する通信帯域制御 
⑤教育に特化した、教育事業向けバージョンも用意 
 
 
◆お問い合わせ先 
ＶＱＳマーケティング株式会社 
担当：西島（E-Mail：s.nishijima@vqs-m.co.jp） 
所在地：東京都千代田区神田佐久間町４－６ 東邦センタービル５０２ 
ＴＥＬ：０３－５８２９－６２５１ 
ＦＡＸ：０３－５８２９－６２５２ 
 
 
◆会社概要 
ＶＱＳマーケティング株式会社 
（１）社長    ：取締役社長 向井 猛彦 
（２）本社所在地 ：東京都千代田区神田佐久間町４丁目６番地 
    東邦センタービル５０２ 
（３）設立日   ：２０１１年１月１１日 
（４）事業内容  ：「ＶＱＳコラボ」および関連機材の企画、販売、サポート 
（５）ＵＲＬ  ：http://www.vqs-m.co.jp/ 

 （６）Ｆａｃｅｂｏｏｋ：http://www.facebook.com/vqsmarketing/ 
 


